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日・祝日：9:30～17:00
毎週木曜、毎月第4金曜日、
年末年始
宇土市立図書館 ☎(22)4512 図書館ホームページ 図書館LINE

開館時間

休館日

問い合わせ

せっけんパンダは、呪文ひとつでどんなよごれも
ピカピカにする、不思議なせっけん。でも、使い方
を守らないと大変なことに… ! 小さなパンダのお
さじが届ける、不思議で楽しいパンダ道具のおは
なし。

パンダのおさじとせっけんパンダ 
柴田 ケイコ ／ 作

ポプラ社

幼児向け 

晴れの日が続き、池の水も減って、このままではか
えるたちの住むところがなくなってしまう!? そん
な時、人間が作った“てるてる坊主”をひっくり返
して、雨を降らそうと考えたかえるたちは…。ハー
トフルなユーモア絵本

ひっくりかえるだいさくせん
竹与井 かこ ／ 作・絵

教育画劇

小学生低学年向け

高校になじめず休んでいる16歳の花は、おばあ
ちゃんと、いろいろな団地をのんびりめぐって、お
寿司、蕎麦、カレー、ケーキ、ラムネなど、おいしい
御飯やスイーツを楽しむことに…。『ランティエ』連
載を加筆・訂正

団地メシ！
藤野 千夜 ／ 著
角川春樹事務所

一般向け

近頃は世界的にも人気のおにぎり。塩むすびか
ら、定番の具やおそうざい、混ぜご飯を使ったお
にぎり、おにぎりサンド、太巻きおにぎり、焼きお
にぎりまで、いろいろな作り方を紹介。米のおいし
い炊き方も掲載する。

おにぎりは味方です
瀬尾 幸子 ／ 著

Gakken

一般向け

障害のある10代のための困りごと
解決ハンドブック

あなたがあなたらしく生きるためのヒント
野口 晃菜 ／ 編著 ・ 松波 めぐみ ／ 編著

現代書館

障害のある10代の困りごととその解決方法を、学
校・友だち・恋愛・進路進学など8つのテーマにわ
けて掲載。障害のある先輩たちの体験談や、相談
できる場所も紹介する。すべての漢字にルビ付き
&さまざまな障害種にも対応

中高生向け 

買ったばかりの車でドライブに行くことになった
九十九さん一家。ところが、ヌラリヒョンパパの運
転を無視して、車は勝手に動き出した!? なんと車
には猫の幽霊がとりついているようで…。人気シ
リーズの外伝

妖怪一家九十九さん外伝
猫ユーレイの宝箱

富安 陽子 ／ 作
山村 浩二 ／ 絵

理論社

小学生高学年向け

7月

18時まで開館

18時まで開館

18時まで開館

18時まで開館

小中学校の夏休み期間
（7月21日から8月28日ま
で）は、第4金曜日を除き
毎日開館します。1階の郷
土資料室も学習室として
開放しますので、ぜひ夏
休みの調べものや学習に
ご利用ください。

夏季期間は木曜日も開館します
7月のカレンダー

※夏休み期間（7月2１日から8月28日まで）は、第4金曜日を除き毎日開館

日 土月 火 水 木 金
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20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31
海の日 休

休

休

休

おはなし会のご案内
えほんのじかん
対 象：幼児・小学生
日 時：水曜日16：00 ～／土曜日14：00 ～

場 所：宇土市立図書館１Ｆ児童室
内 容：絵本や紙芝居の読み聞かせ、
　　  パネルシアター、手遊びなど
※予約・参加費は要りません。
※都合により変更や中止になる場合があります。

〈 約30分程度 〉

らっこのじかん
対 象：0・1・2歳児
日 時：第4火曜日 10：30 ～

〈 約20分程度 〉

紹
介
し
ま
し
た
。
で
は
、こ
れ
ら
の
立
派
な

仏
像
が
作
ら
れ
た
背
景
に
あ
る
当
時
の
馬

瀬
と
は
、
ど
ん
な
場
所
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

　

観
音
堂
が
あ
る
現
在
の
馬
之
瀬
町
北
東

部
は
、
浜
戸
川
と
潤う

ろ
ご

川
と
の
合
流
地
点
に

位
置
し
、
水
上
交
通
が
物
流
の
主
役
だ
っ

た
当
時
は
交
通
の
要
衝
で
し
た
。
加
え
て
、

宇
土
郡
・
飽
田
郡
・
益
城
郡
の
３
つ
の
郡
が

接
す
る
郡
境
で
あ
る
点
も
、
地
政
学
的
に

重
要
と
言
え
ま
す（
下
図
参
照
）。

　

ま
た
、
観
音
堂
周
辺
の
字あ

ざ

名
が「
京き

ょ
う

泊ど
ま
り

」

で
あ
る
点
は
、
か
つ
て
は
近
く
の
川
沿
い

に
船
着
場
が
あ
り
、
人
や
船
の
往
来
で
賑

わ
っ
た
場
所
で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
て
い

ま
す（
※
４
）。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
鎌
倉
時
代
を
は

じ
め
と
し
た
中
世
の
馬
瀬
は
、
交
通
の
要

衝
で
あ
り
、
船
着
場
を
中
心
に
多
く
の
人

や
文
物
が
行
き
交
う
賑
や
か
な
場
所
だ
っ

た
と
推
察
さ
れ
ま
す
。
先
に
述
べ
た
２
体

の
仏
像
が
作
ら
れ
、
篤
く
信
仰
さ
れ
た
背

景
に
は
、
水
上
交
通
の
安
全
や
商
売
繁
盛

な
ど
、
こ
の
地
を
行
き
交
う
人
々
の
幸
せ

へ
の
祈
り
が
込
め
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

※
１�　

現
代
の
行
政
区
は「
馬
之
瀬
町
」
だ
が
、

歴
史
上
の
地
名
と
し
て
、本
稿
で
は「
馬
瀬
」

の
表
記
で
統
一
す
る
。

※
２�　

像
内
部
に
つ
く
ら
れ
る
空
間
を
胎
内
と

呼
び
、こ
こ
に
経
典
な
ど
の
文
物
が
納
め
ら

れ
た
り
、像
が
つ
く
ら
れ
た
由
来
な
ど
が
書

か
れ
た
り
す
る
。
こ
れ
ら
は
外
観
で
は
わ

か
ら
な
い
が
、像
の
修
復
な
ど
の
目
的
で
解

体
し
た
際
に
見
つ
か
る
こ
と
が
あ
る
。

※
３�　

運
慶
と
快
慶
は
、と
も
に
鎌
倉
時
代
に
活

躍
し
た
仏
師
。
東
大
寺
南
大
門
に
あ
る
金

剛
力
士
像
の
作
者
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
る
。

※
４�　

泊（
と
ま
り
）と
は
、船
を
停
泊
さ
せ
る
港

の
こ
と
。
転
じ
て
、そ
れ
に
付
随
す
る
宿
場

町
ま
で
含
ん
だ
地
名
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

浜
戸
川
の
左
岸
に
沿
っ
て
長
く
の
び
る

現
在
の
馬う

ま

之の

瀬せ

町ま
ち

。
そ
の
北
東
部
の
一
画

に
あ
る
観
音
堂
に
は
、
木
造
の
十じ

ゅ
う

一い
ち

面め
ん

観か
ん

音の
ん

菩ぼ

薩さ
つ

立り
ゅ
う

像ぞ
う

が
祀ま

つ

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

特
徴
は
、鎌
倉
時
代
に
活
躍
し
た
仏
師「
運う

ん

慶け
い

」の
流
れ
を
汲く

む
作
風
と
み
ら
れ
、引
き

締
ま
っ
た
表
情
や
衣
服
の
し
わ
な
ど
の
写

実
的
な
表
現
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
プ
ロ

ポ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
優
れ
た
技
術
が
う
か

が
え
ま
す
。
本
来
は
立
派
な
寺
院
に
祀
ら

れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、鎌
倉
時
代
、こ
の

近
く
に
そ
う
し
た
寺
院
が
存
在
し
た
可
能

性
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

温
故
知
新 

～
う
と
学
だ
よ
り
～

問 

文
化
課 

文
化
係
☎（
23
）0
1
5
6

中
世
に
お
け
る
馬う

ま

瀬の

せ

の
賑
わ
い

第 129 回

( 右 ) 馬瀬観音堂の十一面観音菩薩立像
( 左 ) 光岩寺蔵 阿弥陀如来立像
　　（三春町歴史民俗資料館 HP より）

馬瀬周辺字図

京
泊
京
泊

現在の馬之瀬町現在の馬之瀬町

現在の走潟町現在の走潟町

浜戸川
（旧緑川）

浜戸川
（旧緑川）

肥後国絵図（慶長国絵図）
（熊本大学永青文庫研究センター蔵　一部抜粋　1605 年頃か）
鎌倉時代より時代は下るが、馬瀬を取り巻く川や郡境
の様子がよくわかる。

宇土城宇土城

飽田郡
益城郡

郡境郡境

宇土郡 「馬瀬」「馬瀬」

　

一
方
、
宇
土
か
ら
遠
く
離
れ
た
福
島
県

田
村
郡
三み

春は
る

町ま
ち

に
あ
る
浄
土
宗
寺
院「
光こ

う

岩が
ん

寺じ

」
所
蔵
の
木
造
阿あ

弥み

陀だ

如に
ょ

来ら
い

立り
ゅ
う

像ぞ
う

に

は
、弘こ

う

安あ
ん

３（
１
２
８
０
）年
、宇
土
郡
馬う

ま

瀬の
せ

（
※
１
）の
住
人「
得と

く

万ま
ん

太た

良ろ
う

」が
作
ら
せ
た

こ
と
が
そ
の
胎た

い

内な
い

に
墨
で
書
か
れ
て
い
ま

す（
※
２
）。
こ
の
像
は
、頭
部
の
形
や
穏
や

か
な
表
情
、服
の
し
わ
の
表
現
な
ど
か
ら
、

運
慶
と
同
じ
く
鎌
倉
時
代
に
活
躍
し
た
仏

師「
快か

い

慶け
い

」の
流
れ
を
汲
む
作
風
と
み
ら
れ

ま
す（
※
３
）。
得
万
太
良
と
い
う
人
物
に

つ
い
て
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

こ
れ
だ
け
の
仏
像
を
造
ら
せ
た
事
実
か
ら
、

馬
瀬
付
近
を
治
め
て
い
た
人
物
、
あ
る
い

は
財
力
を
持
つ
有
力
商
人
な
ど
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

同
じ
く
胎
内
に
書
か
れ
た
銘
文
か
ら
、

こ
の
像
は
慶
長
４（
１
５
９
９
）年
に
多た

比い

良ら

村（
現
長
崎
県
雲
仙
市
）の
用
林
寺
の
住

職
が
修
理
し
た
こ
と
が
判
明
し
ま
す
が
、

そ
の
後
、
福
島
県
の
光
岩
寺
に
運
ば
れ
た

経
緯
は
不
明
で
す
。

　

馬
瀬
観
音
堂
と
福
島
県
の
光
岩
寺
、
遠

く
離
れ
た
２
箇
所
の
仏
像
が
、
と
も
に
鎌

倉
時
代
の
馬
瀬
と
関
わ
り
が
あ
る
こ
と
を
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図書館だより


